
 1 

平成１９年９月３日（１） 

開議 １０時１５分 

○議長 秋成茂信君 

 皆さん、おはようございます。 

只今の出席議員は１５名で定足数に達していますので、平成１９年第３回豊前市議会定例

会を開会し、本日の会議を開きます。 

 議事に入る前に、先般、開催されました第８３回全国市議会議長会定例総会において、

尾家清美議員、３０年。岡田義則議員、２０年。山本章一郎議員、１５年。渡邊一議員、

１０年。中村勇希議員、１０年。それに、私、秋成茂信、１５年の６名の議員が、長年に

わたり市政進展に尽くした功績により表彰されましたので、ご報告いたしますとともに、

表彰状の伝達式を行います。 

 それでは、議員を代表して、尾家清美議員に表彰状を渡したいと思います。 

(表彰状、伝達) 

(拍手) 

以上で伝達式を終わります。 

それでは、本日の議事に入ります。 

日程第１ 会期決定の件を議題といたします。 

お諮りいたします。本定例会の会期は、議会運営委員会で協議の結果、お手元に配布の

とおり、本日９月３日から９月２５日までの２３日間といたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

ご異議なしと認めます。よって、会期は２３日間と決定いたしました。 

 日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第８０条の

規定により、議長において、４番爪丸裕和議員、１０番神﨑光昭議員を指名いたします。 

 日程第３ 諸般の報告をいたします。監査委員から、平成１９年５月から、平成１９年

７月までの出納例月検査の報告がありました。各報告書については、事務局に保管してい

ますので、ご了承願います。 

 日程第４ 提出議案の上程及び提案理由の説明を行います。 

市長から、付議案件として、議案１７件、報告１件の提出があっております。これを一括

上程し議題といたします。市長に、提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長 釜井健介君 

 本日ここに、平成１９年第３回豊前市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位

には、公私共にご多用のところご臨席を賜り、誠にありがとうございます。厚くお礼を申

し上げます。 

 本議会に提案いたしております議案は、条例案件４件、予算案件２件、決算案件１１件、
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報告案件１件の合計１８件であります。議案の順序により、ご説明申し上げます。 

 議案第６２号は、豊前市長等政治倫理条例の一部を改正する条例の制定についてであり

ます。郵政民営化法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律の施行により、郵便貯

金法が廃止されること及び証券取引法等の一部を改正する法律の施行により、同法の題名

等が改められることに伴い、関係規定を整備するための案件であります。 

 議案第６３号は、豊前市バス事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてであります。道路運送法の一部改正に伴い、関係規定を整備するための案件であり

ます。 

 議案第６４号は、豊前市職員退職手当支給条例等の一部を改正する条例の制定について

であります。雇用保険法等の一部を改正する法律が、平成１９年１０月１日から施行され

ること等に伴い、関係規定を整備するための案件であります。 

 議案第６５号は、豊前市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定についてでありま

す。豊前市営住宅上町団地の建替事業の実施に伴い、新たに団地を設置するための案件で

あります。 

 議案第６６号は、平成１９年度豊前市一般会計補正予算(第２号)であります。 

今回の補正予算は、市政運営上、緊急必要とされる経費等について、所要の措置をいたし

たところであります。その補正額は、８７５６万４０００円で、補正後の予算総額は、１

１３億９５３６万４０００円であります。 

 歳出の目的別補正の概要について、ご説明を申し上げます。 

２款総務費に、３１８万３０００円の補正であります。その主なものは、人権センター負

担金に６６３万３０００円の補正であります。 

 ３款民生費に、２２４万８０００円の補正であります。その主なものは、後期高齢者医

療制度システム改修費に１２８万７０００円、国民年金所得情報報告システム開発費に５

６万１０００円の補正であります。 

 ４款衛生費は、ＰＣＢ廃棄物処理手数料に１１４万２０００円の補正であります。 

６款農林水産業費に、５３０万円の補正であります。その主なものは、食育推進事業費に

３０万円、県単林道事業費に３００万円、松江漁港改修費に２００万円の補正であります。 

 ８款土木費に、５４２４万４０００円の補正であります。その主なものは、幹線市道見

直し業務委託費に１８９万円、道整備交付金事業採択に伴う道路新設改良費に５２４５万

９０００円の補正であります。 

 ９款消防費は、消防団員退職報償金負担金に９４万円の補正であります。 

１０款教育費に、１５００万７０００円の補正であります。その主なものは、豊前人権研

究協議会補助金を３１８万３０００円減額し、文化施設整備設計委託費に１４４０万円、

総合文化施設整備基金積立金に１００万円補正するものであります。 

 １１款災害復旧費は、台風５号による災害復旧費５５０万円の補正であります。 
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この補正予算の財源は、歳出補正に伴う国庫支出金等の特定財源のほか、一般財源として

平成１８年度繰越金をそれぞれ措置いたしたところであります。 

 議案第６７号は、平成１９年度豊前市国民健康保険事業特別会計補正予算(第１号)であ

ります。補正額は４００万４０００円で、その主なものは、後期高齢者医療制度開始に伴

う国民健康保険システムの改修費であります。 

 議案第６８号から第７８号までは、平成１８年度の決算の認定に関する議案であります。 

同議案に係る一般会計のほか、８特別会計の概要及び各部門別の主要施策の成果等につき

ましては、別冊に記述のとおりでありますので、関係の説明は省略させて頂き、会計別の

決算等について、そのあらましを申し上げます。 

 議案第６８号 豊前市一般会計の最終予算額は、１１３億２７４９万２０００円であり

ます。これに対し、歳入決算額は、１０８億１４１２万６８７７円で、予算に対する収入

率は９５．５％、歳出決算額は１０６億９８１３万６０６５円で、対予算の執行率は９４．

４％、歳入歳出差引１億１５９９万８１２円の形式黒字となっておりますが、翌年度の繰

越財源を差引いた実質収支額は、５２４５万７８１２円の黒字決算となっております。 

このうち３０００万円は、地方自治法第２３３条の２及び財政調整基金条例第２条の規

定に基づき積立てをいたしております。 

 議案第６９号 豊前市国民健康保険事業特別会計の最終予算額は、３７億３７３８万円

であります。これに対し、歳入決算額は３６億９９８３万１６３９円で、予算に対する収

入率は９９．０％、歳出決算額は、３２億６５４２万３５４１円で、対予算の執行率は８

７．４％、歳入歳出差引４億３４４０万８０９８円の黒字で、翌年度繰越金となっており

ます。 

 議案第７０号 豊前市老人保健特別会計の最終予算額は、４６億５２２６万２０００円

であります。これに対し、歳入決算額は４４億６７０万５４０９円で、予算に対する収入

率は９４．７％、歳出決算額は４４億３３９１万５８８３円で、対予算の執行率は９５．

３％、歳入歳出差引２７２１万４７４円の歳入不足となっておりますので、翌年度より繰

上充用いたしております。 

 議案第７１号 豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計の最終予算額は、３６４６万６

０００円であります。これに対し、歳入決算額は 1９４９万９４２円で、予算に対する収

入率は５３．４％、歳出決算額は３６０５万１５３４円で、対予算の執行率は９８．９％、

歳入歳出差引１６５６万５９２円の歳入不足となっておりますので、翌年度より繰上充用

いたしております。 

 議案第７２号 豊前市農業集落排水施設事業特別会計の最終予算額は、３４４６万７０

００円であります。これに対し、歳入決算額は３３５７万１０７１円で、予算に対する収

入率は９７．３％、歳出決算額は３３５４万５４５１円で、対予算の執行率は、９７．３％

で、歳入歳出差引き５６２０円の黒字で、翌年度繰越金となっております。 
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 議案第７３号 豊前市公共下水道事業特別会計の最終予算額は、８億３９０８万７００

０円であります。これに対し、歳入決算額は７億９３２７万４４０２円で、予算に対する

収入率は９４．５％、歳出決算額は７億７５９１万５５２円で、対予算の執行率は９２．

５％、歳入歳出差引１７３６万３８５０円の黒字で、翌年度繰越金となっております。 

 議案第７４号 豊前市公共用地先行取得事業特別会計の最終予算額は、１０００万円で

あります。これに対し、１８年度は執行額０につき全額不用額となっております。 

 議案第７５号 豊前市営駐車場事業特別会計の最終予算額は、８５０万円であります。

これに対し、歳入決算額は１１０８万８５４１円で、予算に対する収入率は１３０．５％、

歳出決算額は７６５万３５１１円で、対予算の執行率は９０．０％、歳入歳出差引３４３

万５０３０円の黒字で、翌年度繰越金となっております。 

 議案第７６号 豊前市バス事業特別会計の最終予算額は、４３４３万４０００円であり

ます。これに対し、歳入決算額は４０８３万９６６８円で、予算に対する収入率は９４．

０％、歳出決算額は４０８３万９６６８円で、対予算の執行率は９４％で、歳入歳出は同

額となっております。 

 議案第７７号 平成１８年度豊前市水道事業会計の決算は、収益的収支では、収入５億

５１０７万４８３７円に対し、支出５億１７９５万９８２８円で、消費税を除いた実質収

益は２８７６万４７８１円となっております。なお、営業外収入につきましては、当年度

他会計補助金及び業務受託収益による収益であります。諸経費の節減と有収率の向上に努

めましたが、支出の主な要因は、水道企業団用水受水費支払いによるものであります。 

また、資本的収支では、収入１億１９３３万４８５０円に対し、支出２億１１１０万４

２９２円であり、差引９１７６万９４４２円の不足が生じておりますが、この不足額につ

きましては、過年度分損益勘定留保資金７０１６万４５５３円、過年度分消費税及び地方

消費税資本的収支調整額２６７万７７２５円で補填をしたところであります。 

事業面では、配水管布設と漏水防止対策を含めた老朽管の布設替工事、１１工事、工事

延長２３３３．１ｍを実施いたしました。また、第８期拡張事業につきましては、工事箇

所８工事、工事延長 1８５０．３ｍを完了したところであります。経営効率化の結果とし

まして、料金収入の増加、人件費の減少として現れております。今後とも、なお一層の効

率的な経営の推進に企業努力をしてまいる所存でございます。 

議案第７８号 平成１８年度豊前市東部地区工業用水道事業会計の決算は、収益的収入

では、収入１２６７万５７３０円に対し、支出１３７３万６１２８円であり、消費税を調

整した当年度純損失は１０６万３９８円であります。なお、営業外収益につきましては、

水道事業会計からの受託業務による収入であります。事業内容といたしましては、豊前東

部工業団地内企業１社に工業用水を供給しております。また、資本的収支は、施設整備等

を行いませんでしたので、収入支出ともに０円となっております。 

 報告第６号は、豊前市土地開発公社の平成１８年度の事業及び決算並びに１９年度事業



 5 

計画及び予算について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により報告をするもので

あります。 

以上、提出議案の概要について、ご説明を申し上げましたが、いずれの議案も市政運営

上、緊急かつ必要な案件でありますので、議員各位には、慎重にご審議の上、速やかにご

議決くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明を終わります。 

○議長 秋成茂信君 

 以上で、議案の上程及び提案理由の説明を終わります。 

次に、今定例会に提案されております各決算の認定案件について、監査委員の審査報告を

求めます。古野監査委員。  

○監査委員 古野正巳君 

 今回、審査に付されました平成１８年度豊前市一般会計及び特別会計歳入歳出決算並び

に公営企業会計決算の審査の経過と概要について、ご報告いたします。 

 審査は、

た。審査に当たっては、提出されました関係書類の合規性、係数の正確さ、予算執行の適

否等を主眼に関係職員からの説明、または聴取により実施したところです。 

詳細につきましては、別冊審査意見書がありますので省略をさせて頂きます。 

はじめに、平成１８年度決算の収支状況のうち実質収支は、一般会計では５２４５万８

０００円の黒字となっており、このうち３０００万円は、関係の基金条例に基づき積立て

をしております。また、財政調整基金への積立て、取崩額を整理した実質単年度収支は、

２０２０万４０００円の赤字決算となっております。 

特別会計では、老人保健、住宅新築資金等貸付事業会計は、赤字となっておりますが、

その他の会計は、黒字、或いは、収支が均衡しており、特別会計を合計した実質収支は、

４億９７４万１０００円の黒字となっております。 

次に、一般会計のうち、主なものを対前年度比で見ますと、歳入では、自主財源の柱で

あります市税は、市民税個人分が、各種所得控除額の変更、廃止、定率減税額の引き下げ

などにより、５１７５万３０００円の増、法人分が、企業業績の好調により６１５３万９

０００円の増となり、市民税合計では１億１３２９万２０００円、１０．４％の増収とな

っております。 

固定資産税は、１８年度は、固定資産の評価替年度であったことから、家屋分が８００

１万円の減となり、市税収入の合計では６７１１万４０００円、２．２％の増収となって

おります。 

依存財源では、地方譲与税、主に所得譲与税でありますが、７９５２万９０００円の増

となっておりますが、地方交付税が６４７７万８０００円、市債の借入れが１億４９１０

万円の減となっており、一般会計の歳入総額は、前年度に比べ２億７３９万３０００円減

の１０８億１４１２万７０００円となっております。 
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自主財源のうち、市税、国民健康保険税、その他の収入につきましては、適時対策をし、

収入率の向上に努力されておりますが、なお、収入未済額は多額なものとなっております。 

 厳しい状況は理解できますが、滞納者に対しては、法的措置を含め厳正に対処し、市民

負担の公平、財源確保のため、一層の取り組みを要望したところです。 

 歳出では、前年度に比べ増加したものが、２款総務費のうち職員退職手当が３億７７１

万５０００円、１０款教育費のうち、山田地区学習等供用施設整備事業費１億６６８９万

７０００円などであります。減額となったものは、８款土木費のうち、赤熊南土地区画整

理事業が、事業の進捗により１億２３９６万５０００円、１２款公債費は、長期債償還元

金利子の償還額の減により、前年度に比べ４１８８万７０００円の減となっております。 

また、国民健康保険事業特別会計をはじめ、老人保健、農業集落排水施設事業、公共下

水道事業、市バス事業の各会計には、一般会計から、合計で前年度に比べ３９３万２００

０円増の９億２３６８万５０００円が、国の繰出基準、或いは、赤字補填として繰出しさ

れております。 

 普通会計による財政指標のうち、公債費の一般財源に占める割合を示す公債費比率は、

１５．８％で、僅かながら改善しておりますが、財政構造の弾力性を測定する経常収支比

率は９３．３％で、年々悪化をし、財政硬直化が進行しております。 

 少子・高齢化の進行、人口減少等大きな変革期を迎え、また、国・地方を通じ危機的な

財政状況の中、今後の財政運営につきましては、現在、策定されております豊前市行政改

革大綱及び同集中改革プランにそった確実な実施は勿論、更なる対策を進め、財政の健全

性の確保に努めながら、市民福祉の増進に寄与されることを願っております。 

 次に、公営企業会計のうち、水道事業会計の消費税を調整した平成１８年度の収益的収

支は、２８７６万４０００円の黒字決算となっており、当年度未処理欠損金累積赤字額は、

３億８２１５万２０００円となっております。収益費用のうち、主なものを前年度比で見

ますと、収益では、給水人口が１１６人、給水戸数が４０戸それぞれ増加し、年間有収水

量が６万４６８９㎥増えたことにより、水道使用料金などが１７９２万７０００円の増収

となっております。 

費用では、職員給与費が職員、嘱託職員を減員したことにより、１１８万４０００円の

減額となっているが、管路台帳作成業務委託をはじめ、電算システム更新に伴う負担金の

増額等により、前年度より総額で１９４９万５０００円の増となっております。 

 最後に、東部地区工業用水道事業会計の消費税を調整した収益的収支は、１０６万円の

赤字決算となっており、当年度未処分利益剰余金、累積黒字額ですが、１０万６０００円

となっております。収支において、水道事業会計は黒字決算となっておりますが、内容的

には、一般会計からの補助金に依存した状況は、従前どおりであります。 

今後、安定した企業経営をしていくためには、両事業とも施設の供給能力に見合った給

水量の確保を図る取り組みが、大きな課題であることを申し上げ報告を終わります。 
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○議長 秋成茂信君 

 報告は終わりました。 

以上で本日の日程はすべて終わりました。 

９月１０日及び１１日の本会議において、一般事務についての質問を行います。 

なお、議案に対する質疑は、９月１１日のみといたします。一般質問及び議案に対して質

疑のある方は、本日、午後５時までに発言通告書を提出されるようお願いいたします。 

なお、発言の順序は、通告書提出の順序といたします。 

 それでは、本日はこれをもって散会いたします。 

散会 １０時５０分 

 

 

 

 

 

 

 


